
　

６ ・  安心を提供する源です。地産地消にご協力を��

　町内の社会教育団体などが一堂に会し、生涯学習の推進を図る
ことを目的に今金町地域・人づくりフォーラムが、３月６日今金町
民センターで開催されました。
　食と健康懇話会では、「食べることは生きること」をテーマに、
５名のパネリストがそれぞれの取組の紹介や抱える課題などを話
し、体力の維持・向上のためには、適切な睡眠や食事が大切と訴え
ました。また、今後は「早寝、早起き、朝ごはん」を、地域や家庭が一
丸となって取り組むことの必要性も話されました。

　今金高等養護学校で卒業証書授与式が３月13日に行われ、久米
校長から、卒業を迎える26人の生徒に卒業証書が手渡されました。
　久米校長は「三年間の学校生活や寄宿舎生活での思い出は、いつ
までも心の中で輝き続けるでしょう。その思い出は何かにつまず
いたときの支えになります。これからの人生、明るく胸を張って歩
んでください。」と卒業生へ祝福と激励の言葉を述べられました。
　卒業生のうち２人が引き続き今金町で生活することとなりま
す。町民の皆様も温かく見守ってください。

地元に卒業生２人が在住　　 　 北海道今金高等養護学校卒業証書授与式

大型紙芝居の読み聞かせ　　　　　　　今金町民生委員児童委員協議会
　お年寄りや子ども達が、安心して暮らすことのできる地域づく
りを目指して様々な活動を行っている今金町民生委員児童委員協
議会（会長：久保田庄一）が、３月１日グループホームすえひろと豊
寿園を訪問して大型紙芝居の読み聞かせなどを行いました。
　豊寿園では、10名の委員が利用者の方々と一緒に「ふるさと」な
ど５曲を歌ったあと、大型紙芝居を披露しました。最後に委員から
「また来年も来たいと思っております。皆様、風邪などひかないよ
うお気をつけてお過ごし下さい。」と話しました。

健やかな体力づくりと心づくりを目指して

いまようバザール大盛況！！　　　　　　　北海道今金高等養護学校
　今金高等養護学校（校長：久米澄恵）の生徒たちが作業実習で製
作した製品を販売する「いまようバザール」が、３月18日ホテルい
まかねで開催され多くのお客さんが詰めかけました。
　販売されたのは茶碗や皿類、鉢花や寄せ植えの他、紙すき製品な
どで、用意された販売品はほぼ完売するほどの大盛況でした。販売
にあたった生徒は「自分たちで作った製品が売れるのはとてもう
れしいです。」と話し、お客さんに製品を購入してもらえる喜びや
販売することの楽しさを実感したようでした。

　今金町役場 野球部（監督：齊下 陽一　部員12名）が、３月７日豊
寿園を訪れ、利用者が安心して生活できるように除雪のボランテ
ィア活動を行いました。
　この活動は、冬期間の体力づくりの一環としても位置づけてお
り、毎年行っています。今年は例年に比べ雪が少なく、除雪作業は
豊寿園の周りと車庫の屋根の雪下ろしを行い、約１時間程度で作
業を終えました。齊下監督は「この活動はもちろん、今後はいろい
ろなボランティア活動をしたい。」と今後の抱負を語りました。

豊寿園で雪下ろしのボランティア　　　　　　　今金町役場野球部


